
仏
法
紹
隆
寺
覚
え
書
き

は
じ
め
に

仏
法
紹
隆
寺

(現
諏
訪
市
四
賀
桑
原
五
二
二
四
)
は
､
諏
訪
湖
畔
を

一
望
す
る

高
台
に
た
た
ず
み
千
年
余
の
星
霜
を
重
ね
る
重
言
宗
の
古
刺
で
あ
る
｡
中
世
以
降
､

諏
訪
地
方
に
お
け
る
寒
吉
宗
の
濯
頂
道
場

･
談
義
所
で
あ

っ
た
仏
法
紹
隆
寺
に
は
､

真
言
の
教
え
を
学
ぶ
た
め
､
多
-
の
学
僧
た
ち
が
集
い
､
研
解
の
日
々
を
送

っ
た
o

江
戸
時
代
に
は
諏
訪
高
島
藩
の
祈
藤
寺
と
も
な
っ
た
同
寺
に
は
､
そ
の
長
い
歩
み

の
う
ち
に
千
点
を
超
え
る
典
符
が
蓄
え
ら
れ
て
い
っ
た
｡
な
か
で
も
'

一
二
〇
〇

～
7
五

〇
〇
年
代
の
古
写
本
や
活
字
本
､
印
信
頼
な
ど
､
江
戸
時
代
を
遡
る
資
料

の
豊
富
さ
は
全
国
で
も
屈
指
の
も
の
と
い
え
よ
う
｡

仏
法
縛
隆
寺
の
聖
教
に
つ
い
て
は
､
す
で
に
櫛
田
良
洪

『専
管
の
研
究
』
に
よ

っ
て
1
部
が
紹
介

･
活
用
さ
れ

(注
-
)'
南
北
朝
期
写
と
冒
さ
れ
る

『沙
石
集
』

に
つ
い
て
は
､
滑
水
宥
聖
に
論
考
が
あ
る

(注
2
)｡
ま
た
､
廃
近
で
は
､
室
町

時
代
末
期

～
江
戸
時
代
初
期
写
の

『歌
行
詩
』
が
紹
介
さ
れ
る
な
ど
､
仏
法
紹
隆

寺
の
聖
教
は
､
常
に
研
究
者
の
注
目
を
集
め
て
き
た
が

(注
3
)へ
悉
皆
調
査
に

ょ
る
聖
教
全
体
の
研
究
は
行
わ
れ
な
い
ま
ま
で
あ
っ
た
｡

二
〇
〇
三
年
五
月
､
仏
法
紹
隆
寺
の
御
許
可
を
い
た
だ
き
､
渡
辺
匡

1

(信
州

大
学
人
文
学
部
日
本
文
学
分
野
)
'
和
田
敦
彦

(同
)
､
門
屋
温

(早
稲
田
大
学
)､

信
州
大
学
日
本
文
学
分
野
の
学
生
を
中
心
に
､
仏
法
紹
隆
寺
蔵
聖
教
の
悉
皆
調
査

を
開
始
し
た
｡
現
在
は
､
半
年
を
か
け
て
の
虫
干
し
を
経
て
､
書
誌
カ
ー
ド
取
り

渡

辺

匡

一

(信
州
大
学
人
文
学
部
)

に
入
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
る

(注
4
)0

本
調
査
研
究
の
目
的
は
二
つ
に
分
け
ら
れ
る
｡

1
つ
は
､
重
言
教
学
の
新
た
な

テ
キ
ス
ト
の
発
見
な
ど
を
通
し
て
､
中

･
近
世
に
お
け
る
宗
教
言
説
研
究

の
拡

大

･
深
化
を
図
る
こ
と
｡
今

山
つ
は
､
内
陸
地
域
に
お
け
る
僧
侶
連
の
交
流
や
書

籍
の
流
通
経
路
を
追
-
こ
と
に
よ
-
'
中
世
以
降
に
張
-
め
ぐ
ら
さ
れ
た
知
の
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
の
具
体
的
な
把
捉
を
図
る
こ
と
で
あ
る
｡
本
調
査
研
究
に
よ
り
､
諏

訪
の
地
が
､
関
西
'
東
海
､
関
東
､
東
北
地
方
と
張
り
め
ぐ
ら
さ
れ
た
ネ
ッ
-
ワ

ー
ク
の
中
継
基
地
と
し
て
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ

る
と
考
え
ら
れ
る
O

本
稿
は
､
調
査
研
究
の
二
つ
の
目
的
の
う
ち
､
知
の
ネ
ッ
-
ワ
ー
ク
の
具
体
的

な
把
握
作
業
に
入
る
前
段
階
と
し
て
､
『諏
訪
資
料
筆
者
』
巻
二
十
九

｢伝
法
港

頂
記
並
古
写
経
奥
書
類
｣
(注
5
)
に
所
収
さ
れ
る
仏
法
紹
隆
寄
蔵

の
百
十
八
点

の
奥
雷
を
整
理
し
､
仏
法
紹
隆
寺
に
伝
来
し
た
書
物
の
流
れ
の
ア
ウ
-
ラ
イ
ソ
を

描
-
こ
と
を
目
的
と
す
る
も
の
で
あ
る

(注
6
)0

｢

仏
法
紹
隆
寺

へ
の
伝
来
パ
タ
ー
ン

書
物
は
､
寺
院
に
訪
れ
た
人
と
と
も
に
伝
来
す
る
｡
｢伝
法
濯
頂
記
並
古
写
経

奥
書
類
｣
に
収
め
ら
れ
た
仏
法
紹
隆
寺
の
蔵
書
を
､
人
物
を
手
が
か
-
に
振
り
分

け
て
い
-
と
､
お
お
よ
そ
十
八
の
パ
タ
ー
ン
が
顕
れ
て
く
る
｡
そ
の
う
ち
､
分
析

可
能
な
十
三
項
目
に
つ
い
て
具
体
的
に
見
て
い
-
こ
と
に
し
よ
う
｡
末
尾
に
付
し
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た
蔵
書
伝
来
見
取
り
図
､

1
覧
表
も
参
照
し
て
も
ら
い
た
い
.

①
醍
醐
寺
1
～
1
仏
法
紹
隆
寺

八十
点
)

永
保
元
年

二

〇
八
こ

を
始
め
､
治
承

･
建
久

･
承
久

･
寛
書
な
ど
'
平
安

.

ほ
んお-

時
代
末

～
鎌
倉
時
代
の
奥
書
を
持
つ
一
群
で
あ
る
｡
そ
れ
ぞ
れ
の
奥
書
が
'
本

奥

書

(書
写
す
る
際
に
用
い
た
本
に
元
々
つ
い
て
い
た
奥
書
)
な
の
か
､
書
写
奥
書

(そ
の
本
が
書
写
さ
れ
た
際
に
付
さ
れ
た
奥
書
)
な
の
か
は
調
査
の
進
展
に
よ
っ

て
明
ら
か
に
な
る
と
思
わ
れ
る
｡
｢遍
智
院
｣
(4

『真
言
儀
式
書
_ら)'
｢
三
宝
院
｣

た
っち
ゅう

(8

『三
宝
院
結
線
濯
頂
』)
は
醍
醐
寺
の
塔

中

(子
院
)
で
あ
り
'
｢醍
醐
僧

正
｣
(
3

『伝
法
藩
頂
式
』)
や
'
成
質

(5

『霊
港
頂
相
承
』､
6

『意
教
上
人

御
契
』
)･弘
済

(
10

『弘
鎖
私
記
結
線
濯
頂
記
同
上
略
義
』)
な
ど
醍
醐
寺
の
僧

侶
の
名
が
確
認
で
き
る
こ
と
か
ら
､
こ
の
i
群
の
多
-
が
､
醍
醐
寺
関
係
の
資
料

で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
｡
仏
法
紹
隆
寺

へ
の
伝
来
に
つ
い
て
は
､
醍
醐
寺
か
ら
直

接
な
の
か
､
他
の
寺
院
を
経
て
い
る
の
か
'
現
在
の
と
こ
ろ
は
不
明
で
あ
る
｡

(3
)
～

(8
)
に
出
て
-
る
人
名
は
､
④
俊
円
書
写
本
の
本
奥
と
も
重
な
っ
て

お
り
､
(3
)
～

(8
)
に
つ
い
て
は
'
④
と
の
関
係
を
考
慮
す
る
必
要
が
あ
る
｡

【資
料
-
】

(2
)
『伝
法
濯
頂
目
安
第

1
』
奥
書

(注
7
)

伝
法
濯
頂
略
支
度
治
承
三
年

(
二

七
九
)
二
月
/
以
西
両
院
法
印
御
房
実

勝
御
自
筆
吾
之
云
々

じ
ょう
せ
ん

ら
いこう

②
定
仙

･
頼
高

(鎌
倉
清
涼
寺
-
駿
州
葦
蔵
山
内
観
音
院
1
仏
法
紹
隆
寺
)
八六

点

)仏
法
紹
隆
寺
蔵
書
の
中
で
も
際
だ
っ
た
写
本
群
で
あ
る
｡
多
-
は
鎌
倉
亀
谷
清

涼
寺
で
定
仙
が
書
写
し
た
も
の
が
伊
豆
国
願
成
就
院
な
ど
を
経
て

(
12

『断
簡
古

写
経
』)､
駿
河
国

(静
岡
県
)
花
蔵
山
観
音
院
の
頼
高

へ
と
伝
来
し
て
い
る
｡
こ

の
1
群
は
頼
高
の
所
持
本
で
あ

っ
た
可
能
性
が
高
い
o
(
13
)
『虚
空
蔵
求
間
持

法
』､
(15
)
『諸
経
法
』
に
よ
れ
は
､
鎌
倉
清
涼
寺

(現
在
廃
寺

Y
に
は
醍
醐
寺

か
ら
大
政
が
訪
れ
て
お
-
､
清
涼
寺
も
醍
醐
寺
末
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
｡
清

涼
寺
の
住
侶
定
仙
は
鎌
倉
末
期
の
学
僧
で
'
そ
の
教
え
は
真
福
寺

(尾
張
国
大
須

観
音
)
へ
と
伝
わ
り
､
真
福
寺
の
教
学
の
礎
と
な
っ
た

(注
8
)
.
こ
の
1
群
も
､

鎌
倉
か
ら
西
国
へ
と
教
え
が
伝
わ
っ
て
い
っ
た
時
の
状
況
を
伝
え
る
'
貴
重
な
資

料
と
言
え
よ
-
｡
残
念
な
が
ら
'
仏
法
紹
隆
寺

へ
の
伝
来
の
経
緯
に
つ
い
て
は
不

明
で
あ
る

(注
9
)0

【資
料
2
】
(13
)
『虚
空
蔵
求
間
持
法
』
奥
書

正
応
三
年

(
一
二
九
〇
)
八
月
二
十
九
日
於
鎌
倉
亀
谷
清
涼
寺
自
醍
醐
山
大

政
法
印
親
/
玄
賜
道
教
所
持
之
本
書
写
校
点
畢
/
金
剛
仏
子
定
仙
/
同
五
年

十
月
六
日
奉
授
道
妙
房
畢
/
徳
治
三
年

(
二
二
〇
八
)
卯
月
二
十
八
日
任
御

本
書
写
了
朝
宥
/
同
月
三
十
日
授
申
了
定
禅
/
私
云
駿
州
花
蔵
山
観
音
院
常

住
頼
高
也

し
ゅ
ん
じ
ょ
う

し
ゅ
ん
ゆ
う

③
俊

盛

･
俊

祐

(醍
醐
寺
1
仏
法
紹
隆
寺
)
八
三
点
)

俊
盛
が
文
和
二
年

(
二
二
五
三
)
､
醍
醐
寺
慈
心
院
で
書
写
し
た
奥
書
を
持
つ

(17
)
『唯
授

一
人
大
事
』
'
(18
)
『断
簡
古
写
経
』
と
'
俊
盛
が
写
し
た
も
の
を
'

文
明
五
年

(
7
四
七
三
)
に
俊
柘
が
書
写
し
た
と
の
奥
書
を
持
つ

(
19
)
『経
名

不
知
』
の
二
種
類
が
あ
る
｡
(17
)
'
(
18
)
も
俊
柘
の
書
写
本
の
可
能
性
が
高
い
｡

①
と
同
様
に
､
③
も
醍
醐
寺
関
係
の
資
料
で
あ
る
｡

仏
法
招
隆
寺

へ
の
伝
来
に
つ
い
て
は
'
俊
盛
､
俊
祐
と
も
に
ど
こ
の
寺
院
の
僧

侶
で
あ
っ
た
の
か
不
明
の
た
め
､
①
と
同
様
'
醍
醐
寺
か
ら
直
接
な
の
か
､
他
の

寺
院
を
経
て
い
る
の
か
判
然
と
し
な
い
.
｢俊
｣
の
字
に
注
目
す
れ
ば
､
④
の
俊

尊
､
俊
円
な
ど
と
の
関
わ
-
が
気
に
な
る
と
こ
ろ
で
あ
る
.
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【資
料
3
】
(17
)
『唯
授

7
人
大
事
』
奥
書

文
和
二

(
一
三
五
三
)
年
亥
巳
二
月
二
十
七
日
奉
受
此
大
事
畢
同
晦
日
記

之
/
金
資
俊
盛

【資
料
4
】
(19
)
『経
名
不
知
』
奥
書

文
和
二
年

〔粟
巳
〕
(
〓
二
五
三
)
二
月
二
十
七
日
自
法
印
御
坊
俊
豪
率
授

此
大
事
了
/
同
晦
日
日
記
之
金
剛
仏
子
俊
盛
/
文
明
五
年

二

四
七
三
)
九

月
十
四
日
率
授
俊
輝
律
師
伝
授
大
阿
閣
梨
椿
少
僧
都
/
俊
祐

し
仲
ん
え
ん

そ
ん
じ
ゅ
ん

④
俊

円

･
尊

純

(醍
醐
寺
1
能
延
寺
1
仏
法
紹
隆
等
)
八四
十
五
点
)

千
五
百
年
代
前
半
の
写
本
群
｡
書
写
者
の
俊
円
､
尊
純
は
､
現
在
確
認
で
き
る

最
初
期
の
仏
法
紹
隆
寺
住
持
で
あ
る

(俊
円
､
尊
純
の
順
)｡
(20
)
～
(62
)

『秘
抄
』
と

『野
決
抄
』
は
'
俊
円
の
写
に
よ
る
も
の
で
､
醍
醐
寺
で
代
々
啓
写

さ
れ
て
き
た
も
の
を
､
下
野
国
氏
家
郡
能
延
寺
の
俊
尊
が
写
し
､
さ
ら
に
そ
れ
を

俊
円
が
番
写
し
た
経
緯
が
記
さ
れ
て
い
る
｡
(63
)
『断
簡
苗
写
経
』
は
尊
純
の
手

に
よ
る
も
の
で
､
(お
そ
ら
-
俊
円
か
ら
)
俊
尊
自
筆
本
を
賜
り
､
沓
写
し
た
旨

が
等
き
留
め
ら
れ
て
い
る
｡
仏
法
紹
隆
寺
に
任
し
た
僧
侶
の
活
動
が
窺
え
る
最
古

の
資
料
群
で
あ
-
､
下
野
国
と
の
交
流
な
ど
､
中
世
に
お
け
る
内
陸
地
域
の
真
言

僧
の
活
動
記
録
と
し
て
貴
重
で
あ
る
｡
『諏
訪
史
料
著
書
』

で
は
取
り
上
げ
ら
れ

て
い
な
い
が
､
俊
円
の
手
に
よ
る
も
の
は
､
他
に

『薄
草
紙
口
決
』､
『遍
口
紗
』'

『実
帰
紗
』
な
ど
が
確
認
で
き
る
｡

な
お
､
『新
義
真
言
宗
松
橋
密
派
』
(仏
法
紹
隆
寺
蔵
､
江
戸
時
代
写
)
は
､
俊

尊
を
仏
法
紹
隆
寺
の
住
持
と
す
る
が
､
(20
)
～
(62
)
辛

(67
)､
(68
)
の
奥

書
な
ど
を
見
る
限
り
､
俊
尊
の
活
動
拠
点
は
下
野
国
を
中
心
と
し
て
お
り
､
仏
法

紹
隆
寺
の
住
持
で
あ
っ
た
可
能
性
は
低
い
と
思
わ
れ
る
｡

【資
料
5
】
(28
)
『秘
抄
』
巻
八
奥
書

御
本
記
之
/
建
久
九
年

(
二

九
八
)
十

1
月
十
五
日
奉
伝
授
遍
智
院
/
律

師
御
房
記
邸
賢
/
成
緊
/
建
保
四
年
七
月
十
二
日
伝
得
此
膏
了
/
同
九
月
十

日
率
伝
受
僧
正
御
房
了
/
沙
門
態
深

〔生
年
二
十
五
〕
/
正
宗
元
年
十

一
月

十
二
日
於
報
恩
院
/
以
上
件
御
本
雷
写
之
畢
/
金
剛
仏
子
俊
誉

〔生
二
十

二
〕
/
同
二
年
八
月
八
日
於
報
恩
院
奉
受
干
僧
正
御
房
了
/
沙
門
俊
-

〔生

年
二
十
三
〕
/
永
仁
元
年
十

1
月
十
三
日
以
御
本
書
写
之
了
/
同
二
年
五
月

二
十
三
日
傘
伝
授
チ
師
主
法
印
御
房
了
/
権
律
師
義
俊
/
文
亀
二
年

二

五

〇
二
)
夏
伝
受
了
同
三
年
四
月
二
日
於
行
樹
院
寄
之
了
/
金
剛
仏
/
子
俊
尊

永
正
十
二
年

(
1
五
1
五
)
丙
子
卯
月
二
十
九
日
玉
生
於
能
延
寺
番
之
金
剛

仏
/
子
俊
円

【資
料
6
】
(63
)
『断
簡
古
写
経
』
奥
書

文
明
十
三
年

(
1
四
八
〓

九
月
目
早
智
之
/
私
云
俊
尊
御
自
筆
御
本
給
写

之
仏
子
尊
純

こ
よ
ノゆ
う

⑤
広

脅

(上
野
州
群
馬
郡
中
尾
郷
為
末
代
)
(醍
醐
寺
-
上
野
国
1
仏
法
紹
隆
寺
)

(
l
点
)
一
点
し
か
な
い
が
､
醍
醐
寺
に
お
い
て
上
野
国
の
住
侶
で
あ
る
広
肴
が
脅
写
し

た
と
の
奥
番
を
持
つ
｡
仏
法
紹
隆
寺
へ
の
伝
来
は
不
明
だ
が
､
⑦

(67
)
『御
過

告
』､
(68
)
『五
樫
浦
項
』
が
上
野
国
宝
寿
寺
に
当
時
住
し
て
い
た
俊
尊
を
経
由

し
て
い
る
可
能
性
が
あ
り
､
④
俊
尊
が
後
に
住
し
た
能
延
寺
な
ど
と
と
も
に
､
下

野
国
か
ら
上
野
国
に
ま
で
拡
が
る
真
言
僧
の
ネ
ッ
-
ワ
ー
ク
が
構
築
さ
れ
て
い
た

可
能
性
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
｡

【資
料
7
】
(
65
)
『儀
式
先
例
』
奥
書

文
保
二
年

(
二
三

八
)
十
二
月
十
二
日
於
醍
醐
慈
心
院
書
写
了
/
応
永
十

五
年

〔戊
子
〕
(
一
四
〇
八
)
南
呂
二
十
八
日
於
上
野
州
群
馬
郡
中
尾
郷
為

3



内陸文化研究 第3号

末
代
/
求
法
如
鳥
跡

1
筆
了
金
資
広
宥

〔春
秋
三
十
八
歳
〕

こ
う

ぎ

ょ
う

⑥
弘

行

(醍
醐
寺
-
諏
訪
上
社
神
宮
寺
-
仏
法
紹
隆
寺
)
二

点
)

｢伝
教
大
師
御
筆
｣
と
あ
る
｡
｢延
徳
二
年

〇

四
九
〇
)
醍
醐
寺
三
宝
院
｣

で
の
奥
書
が
ど
う
関
わ
る
の
か
不
明
で
あ
る
が
､
こ
の

『般
若
理
趣
経
』
は
､
ち

と
､
上
社
神
宮
寺
の
蔵
書
で
あ

っ
た
｡
④

(64
)
『三
摩
耶
威
武
』
は
俊
尊
書
写

の
奥
書
を
持
つ
が
､
や
は
り
上
社
神
宮
寺
の
什
物
だ
っ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
0

上
社
神
宮
寺
の
蔵
書
が
仏
法
招
隆
寺

へ
流
入
し
た
の
は
､
廃
仏
穀
釈
に
よ
る
神
宮

寺
廃
絶
が
契
機
と
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
｡
こ
れ
ら
の
書
物
の
存
在
は
'
仏
法
紹

隆
寺
の
聖
教
調
査
に
よ
り
'
中

･
近
世
期
に
お
け
る
上
社
神
宮
寺
の
動
向
も
窺
い

知
る
こ
と
が
で
き
る
可
能
性
を
示
唆
し
て
い
る
と
言
え
る
だ
ろ
-
0

【資
料
8
】
(66
)
『般
若
理
趣
経
』
奥
書

伝
教
大
師
御
筆
/
般
若
理
趣
経

一
巻
/
普
賢
神
変
山
神
宮
寺
伝
来
/
賓
加
/

延
徳
二
年

(
一
四
九
〇
)
正
月
七
日
/
三
宝
院
内
理
性
院
之
家
/
権
少
僧
都

弘
行
十
八
才

【資
料
9
】
(64
)
『三
摩
耶
戒
式
』
奥
書

延
徳
二
年

(
1
四
九
〇
)
壬
七
月
日
伝
写
畢
律
師
俊
尊
/
開
帳
/
明
治
十

一

年
丑
五
月
二
日
信
陽
諏
訪
上
官
寺
務
/
仏
法
寺
山
主
元
諏
訪
山
普
賢
/
松
橋

宥
中
領
掌
之
神
変
山
神
宮
寺
/
什
物

そ
ん
ち
ょ
う

⑦
尊

朝

(仏
法
寺
)
八十
九
点
)

千
五
百
年
代
後
半
の
写
本
群
で
あ
る
0

1
'
仏
法
紹
隆
寺
の
住
持
で
あ
っ
た
尊

朝
の
書
写
し
た
も
の

(67
-
73
)'
二
､
尊
朝
が
伝
授
さ
れ
た
際
の
印
信

(
74

-
82
)'
三
㌧
尊
朝
が
伝
授
し
た
際
の
印
信

(83
-
85
)
､
の
三
種
類
に
大
別
で
き

る

｡

1
の
写
本
群
の
内
､
(67
)
『御
遺
告
』､
(
68
)
『五
種
港
頂
』
に
は
､
と
も
に

能
延
寺
俊
等
を
核
と
し
た
伝
来
が
記
さ
れ
て
お
り
'
④
と
同
様
の
流
れ
を
確
認
す

る
こ
と
が
で
き
る
｡
書
写
時

(天
文
二
十
三
年
)'
尊
朝
が
ど
こ
に
任
し
て
い
た

か
は
不
明
で
あ
る
が
､
尊
朝
は
天
文
十
四
年

(
一
五
四
五
)
に
下
野
国
田
原
郷
密

奥
寺
に
お
い
て
尊
済
か
ら
伝
法
港
頂
を
受
け
て
い
る
こ
と
か
ら

(82
､
83
)
､
蘭

書
は
下
野
国
で
書
写
さ
れ
た
可
能
性
が
あ
る
Q
(69
)
『全
賢
記
』
も
同
様
だ
ろ
-
.

た
だ
し
'
尊
朝
が
入
手
し
た
両
書
が
永
正
十

一
年

(
1
五

一
四
)
の
書
写
本
で
あ

る
こ
と
､
俊
円
が
能
延
寺
で
俊
尊
か
ら
諸
法
の
伝
授
を
受
け
､
書
写
活
動
を
し
て

い
た
時
期
が
翌
十
二
年
で
あ
る
こ
と
を
考
え
合
わ
せ
る
と
､
(67
)
､
(
68
)
は
､

俊
円
に
よ
っ
て
既
に
仏
法
紹
隆
寺
に
持
ち
込
ま
れ
て
い
た
可
能
性
も
視
野
に
入
れ

て
お
-
必
要
が
あ
る
｡

(
67
)
､
(
68
)
の
奥
書
に
見
ら
れ
る
､
文
明
年
間
に
俊
尊
が
住
し
て
い
た

｢宝

寿
寺
｣
に
つ
い
て
は
確
定
で
き
な
い
が
､
上
野
国
の
宝
寿
寺

(現
明
和
町
)
で
あ

る
と
す
れ
ば
､
⑤
と
と
も
に
'
中
世
後
期
に
お
け
る
真
言
僧
の
活
動
状
況
を
考
え

る
上
で
､
貴
重
な
情
報
と
な
る
｡
①
'
③
､
④
'
⑦
を
通
し
て
'
中
世
後
期
に
お

け
る
仏
法
紹
隆
寺
の
聖
教
は
､
俊
尊
を
根
幹
に
置
い
て
形
成
さ
れ
て
い
た
こ
と
が

窺
え
る
｡

次
に
二
の
印
信
群
で
あ
る
が
､
こ
れ
ら
に
よ
っ
て
'
尊
朝
が
尊
済

(
74
､
75
)､

尭
雅

(
76
-
79
)､
日
管

(80
-
82
)
の
三
人
か
ら
伝
法
濯
頂
を
受
け
て
い
た
こ

と
が
わ
か
る
｡

最
初
の
伝
法
漕
頂
は
'
天
文
十
四
年

(
一
五
四
五
)
下
野
国
田
原
郷
密
奥
寺
に

お
い
て
'
尊
済
か
ら
受
け
て
い
る
｡
尊
朝
の
命
名
も
等
済
に
よ
る
も
の
と
思
わ
れ

る
｡
師
で
あ
る
尊
済
は
能
延
寺
で
漕
頂
を
受
け
て
お
り

(
75
)
､
仏
法
紹
隆
寺
が
､

④
俊
円
の
代
か
ら
引
き
続
き
､
下
野
国
や
能
延
寺
と
の
関
係
が
深
か
っ
た
こ
と
が

確
認
で
き
る
｡
何
流
の
伝
授
で
あ
っ
た
か
は
､
現
在
の
と
こ
ろ
明
ら
か
で
は
な
い
0

次
の
伝
法
濯
頂
は
'
元
亀
元
年

二

五
七
〇
)
信
濃
国
小
懸
長
命
寺
に
お
い
て
､

4
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ま
つはし

醍
醐
寺
座
主
轟
雅
か
ら
松
橋
流
の
伝
授
を
受
け
て
い
る

(Ee
r
77
)｡
尭
雅
か
ら

ほ
天
正
三
年

二

五
七
四
)
に
も
､
今
度
は
仏
法
棺
隆
寺
に
お
い
て
伝
授
を
受
け

て
い
る

(78
)
(注

10
)｡
さ
ら
に
尊
朝
は
､
天
正
十
六
年

(
l
五
八
八
)
七
月
に

も
伝
授
を
受
け
て
い
る
｡
こ
の
時
は
尊
朝
自
ら
醍
醐
寺
へ
上
っ
て
の
こ
と
で
あ
っ

た

(注
11
)｡
こ
の
後
､
仏
法
紹
隆
寺
は
近
代
ま
で

｢松
橋
の
寺
｣
と
し
て
法
灯

を
守
り
続
け
る
｡
轟
雅
か
ら
の
松
橋
流
伝
授
は
､
仏
法
紹
隆
寺
史
上
､
も
っ
と
も

重
要
な
出
来
事
で
あ
っ
た
と
言
え
よ
う
｡

三
度
目
の
伝
法
滞
頂
は
､
天
正
十
年

(
1
五
八
二
)
尾
張
国
万
徳
寺
に
お
い
て
'

日
管
か
ら
三
宝
院
流
賢
深
方
の
伝
授
を
受
け
て
い
る

(80
-
33).
尊
朝
は
戦
乱

を
嫌
い
万
徳
寺
に
身
を
寄
せ
て
い
た
と
言
わ
れ
る
｡
残
さ
れ
た
印
信
の
中
で
も
特

に
重
要
な
の
は
､
(82
)
『日
管
付
法
状
』
だ
ろ
-
｡
日
管
は
､
尊
朝
に
三
宝
院
流

賢
深
方
の
印
僑
､
重
署
を
余
す
と
こ
ろ
無
-
伝
授
し
た
だ
け
で
な
く
､
万
徳
寺
の

什
物
も
こ
と
ご
と
-
誤
り
渡
し
た
の
で
あ
る
｡
現
在
､
仏
法
紹
隆
寺
に
残
さ
れ
る

南
北
朝
期
写

『沙
石
集
』
は
尊
朝
に
よ
っ
て
持
ち
込
ま
れ
た
可
能
性
が
高
い

(注

12
)
0最
後
に
､
三
の
尊
朝
が
伝
授
し
た
際
の
印
信
群
で
あ
る

(83
-85
).
こ
れ
ら

の
資
料
か
ら
は
'
尊
朝
が
伝
授
大
阿
閣
梨
と
し
て
伝
授
を
し
て
い
た
こ
と
が
窺
え

る
｡
宥
雅
に
つ
い
て
は
未
詳
で
あ
る
｡

【資
料
10
】
(67
)
『御
通
告
』
奥
書

応
永
二
十
二
年

(
1
四
一
五
)
乙
未
二
月
二
十
八
日
日
於
上
醍
醐
慈
心
院
禅

室
以
光
明
心
院
法
印
大
和
尚
弘
鎮
御
秘

〔弘
済
自
筆
〕
御
令
書
写
了
/
倭

海
/
応
永
三
十
二
年
乙
未
九
月
二
日
法
印
俊
禅
/
文
明
三
年

〔草
卯
〕
(
一

四
七

二

十
月
二
十
六
日
従
遍
照
寺
俊
宗
伝
之
宝
寿
寺
住
金
/
資
長
賢
/
文

明
十
三
年

〔辛
丑
二

二
月
二
十

一
日
書
之
同
寺
住
金
剛
仏
子
俊
尊
/
永
正
元

年

〔乙
丑
〕
(
1
五
〇
四
)
四
月
四
日
書
之
同
寺
住
専
祐
/
永
正
十

1
年

〔乙
亥
〕
七
月
十

1
日
雷
之
澄
尊
/
天
文
二
十
年

〔辛
亥
〕
五
月
二
十

1
日

蕃
之
尊
順
/
天
文
二
十
三
年

〔甲
寅
〕
八
月
二
十
二
日
尊
朝

【資
料
11
】
(
76
)
『轟
雅
伝
法
許
可
阿
閣
梨
職
位
事
』
奥
書

元
亀
元
年

(
山
五
七
〇
)
七
月
二
十
八
日

〔火
曜
張
宿
〕
/
伝
授
大
阿
閣
梨

前
橋
僧
正
大
和
尚
位
尭
雅

【資
料
12
】
(
78

)

『尭
雅
濯
頂
塵
位
事
』
奥
書

右
於
信
州
仏
法
寺
道
場
授
住
専
朝
法
印
畢
/
天
正
三

〔乙
亥
〕
二

五
七
四
)

三
月
九
日

〔光
宿
日
曜
〕
/
伝
授
大
阿
閣
梨
大
僧
正
法
印
大
和
尚
位
轟
雅

【資
料
13
】
(
82
)

『日
管
付
法
状
』
奥
番

右
有
甚
深
之
約
諾
申
軍
/
三
宝
院
賢
深
之
法
流
印
僑
塵
番
等
無
残
所
日
管
付

畢
猶
如
濁
瓶
也
並
/
万
徳
寺
真
俗
之
道
具
等
無
残
所
与
□
申
候
有
誓
約
不
可

避
越
者
也
定
/
両
部
之
諸
尊
三
国
祖
師
可
垂
照
明
給
者
也
仇
付
法
状
如
件
/

天
正
十
年

〔歳
次
壬
午
〕
(
一
五
八
二
)
九
月
五
日
日
管

(花
押
)
/
尊
朝

法
印
参

【資
料
14
】
(83
)
『尊
朝
両
部
印
可
』

右
於
信
州
諏
方
仏
法
寺
道
場
授
両
部
許
可
了
/
天
正
十
六
年

〔戊
子
〕
二

五
八
八
)
三
月
十
日

〔張
宿
金
曜
〕
/
伝
授
大
阿
閣
梨
棒
大
僧
都
法
印
尊
朝

"じ
ん
え
ん

⑧
甚

円

(仏
法
寺
)
八
二
点
)

尭
雅
は
､
仏
法
紹
隆
寺
に
お
い
て
､
松
橋
流
の
伝
授
を
尊
朝
に
だ
け
で
は
な
く

甚
円
に
も
し
て
い
る
｡
『真
義
真
言
宗
松
橋
密
派
』
に
は
甚
円
の
名
は
な
く
､
仏

法
紹
隆
寺
の
住
持
で
は
な
か
っ
た
よ
-
で
あ
る
が
'
印
信
が
残

っ
て
い
る
と
こ
ろ

を
み
る
と
､
甚
円
も
仏
法
紹
陵
辱
の
僧
侶
で
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
｡

【資
料
15
】
(87
)
『尭
雅
大
僧
正
印
可
』
奥
書

於
信
州
諏
方
郡
仏
法
寺
道
場
両
部
濯
頂
畢
/
天
正
二

〔歳
次
甲
成
〕
(
一
五

5
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七
四
)
季
霜
月
二
十

1
日

〔角
宿
木
曜
〕
/
伝
授
大
阿
閣
梨
大
僧
正
尭
雅

⑨
尊
雅

(仏
法
寺
)
(
l
点
)

松
橋
流
の
血
脈
次
第

(師
資
相
承
の
系
図
)｡
憲
英

･
日
徳

･
尊
雅
に
は
､
い

ず
れ
も
傍
注
で
仏
法
紹
隆
寺
と
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
､
こ
の
三
人
が
仏
法
紹

隆
寺
の
僧
侶
で
あ
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
｡
尭
雅
の
来
寺
以
降
､
仏
法
紹
隆
寺
に

お
い
て
松
橋
流
が
相
承
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
資
料
で
あ
る
｡

【資
料
16
】
(88
)
『松
橋
流
血
脈
相
承
次
第
』
奥
書

-
尭
雅

･
尭
円

･
甚
信

･
有
雅

･
金
海

･
真
円

･
元
雅

･
憲
英

〔仏
法
寺
法

印
〕
･
日
徳

〔同
意
海
僧
都
〕
･
尊
雅

〔同
法
住
僧
都
〕

⑩
宥
尊

(岩
城
薬
王
寺
1
仏
法
紹
隆
寺
)
二

点
)

陸
奥
国
岩
城

(現
福
島
県
い
わ
き
市
)
の
古
剃
'
薬
王
寺
の
住
侶
で
あ
る
深
橡

じ
ゅん
ゆ

ゆう
ぎ

か
ら
港
頂
を
受
け
た
際
の
印
信
.
当
時
'
薬
王
寺
は

純

輪

や
祐

宜

(智
積
院
二

世
)
な
ど
名
だ
た
る
学
侶
を
聾
出
し
､
そ
の
名
は
全
国
に
知
ら
れ
て
い
た
｡
信
州

と
岩
城
が
､
｢知
の
道
｣
で
つ
な
が
っ
て
い
た
こ
と
を
窺
え
る
､
貴
重
な
資
料
で

あ
る

(⑫
95
に
も
同
じ
時
の
印
信
が
見
ら
れ
る
)｡

【資
料
17
】
(89
)
『深
玲
両
部
密
印
許
可
』
奥
書

右
於
奥
州
岩
城
薬
王
寺
道
場
両
部
密
印
奉
授
也
/
天
文
九
年
庚
子

(
一
五
四

〇
)
霜
月
六
日
/
伝
授
大
阿
閣
梨
棒
大
僧
都
法
印
深
玲

⑪
宥
誉

(真
福
寺
1
岩
城
薬
王
寺
1
仏
法
紹
隆
寺
)
八八
点
)

宥
菅
が
受
け
た
法
流
は
､
新
義
真
言
宗
の
内
､
尾
張
真
福
寺

(硯
名
古
屋
市
)

の
流
れ
を
組
む
も
の
で
あ
る
｡
血
脈
の
中
に
見
ら
れ
る

｢能
信
｣
は
真
福
寺
を
開

創
し
た
僧
侶
で
あ
る
｡
中
世
後
期
､
醍
醐
寺
や
松
橋
の
流
れ
だ
け
で
な
く
､
新
義

真
言
の
流
れ
も
仏
法
紹
隆
寺

へ
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
｡
⑦
専

朝
は
尾
張
万
徳
寺
に
住
し
て
お
り
､
今
後
の
調
査
に
よ
っ
て
､
真
福
寺
と
の
関
係

が
よ
り
明
ら
か
に
な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
｡
宥
菅
に
つ
い
て
は
未
詳
で
あ
る
が
､

⑲
宥
尊
と
同
じ
時
に
､
岩
城
薬
王
寺
で
漕
頂
を
受
け
て
い
る
こ
と
か
ら

(
95

『深

輯
印
可
』)
､
宥
尊
と
と
も
に
､
岩
城
か
ら
や
っ
て
き
た
僧
侶
で
あ
る
か
も
し
れ
な

ヽ
○
し【資

料
18
】
(
91
)
『政
誉
受
明
濯
頂
』
奥
書

相
承
次
第
/
範
俊

･
勝
覚

･
聖
賢

二
居
覚

･
蓮
顕
寛
位

･
源
俊
/
尭
円

･
鎮

海

･
儀
海

･
宥
円

･
能
信

･
信
玲

･
任
玲

･
宗
真
/
宥
覚

･
宥
算

･
救
覚

･

政
円

･
政
誉

･
宥
誉
/
天
文
二
十

1
年

〔王
子
〕
(
1
五
五
二
)
十
二
月
十

二
日

〔日
曜
井
宿
〕
/
若
有
業
生
遇
此
教
室
夜
四
時
常
精
進
/
現
世
欝
得
歓

喜
地
後
十
六
生
成
正
覚
/
伝
授
大
阿
閣
梨
位
法
印
大
僧
都
政
誉

(花
押
)

【資
料
19
】
(
95
)
『深
玲
印
可
』
奥
書

右
於
奥
州
岩
城
薬
王
寺
道
場
両
部
密
印
奉
授
也
/
天
正
九
年

〔庚
子
〕
二

五
八
1
)
霜
月
六
日
/
伝
授
大
阿
闇
梨
権
大
僧
都
法
印
深
玲

⑫
膏
盛
'
⑩
祐
鏡

(高
野
山
1
仏
法
紹
隆
寺
)
八十

l
点
)

と
も
に
'
高
野
山
で
伝
授
を
受
け
た
際
の
印
信
で
あ
る
｡
宥
盛
､
祐
鏡
と
も
に

未
詳
で
あ
る
｡

【資
料
20
】
(
98
)
『快
音
霊
濯
頂
相
承
』
奥
書

右
於
高
野
山

二
心
院
阿
光
坊
濯
頂
道
場
授
与
/
宥
盛
守
之
如
眼
精
莫
失
念
而

巳
/
天
正
二
年

二

五
七
四
)
九
月
十
六
日
/
伝
燈
大
阿
闇
梨
法
印
棒
大
僧

都
快
音

6
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【資
料
21
】
(1-8
)
『積
善
三
部
大
日
許
可
』

右
於
高
野
山
金
剛
峯
寺
遍
照
尊
院
濯
頂
道
場
/
授
之
三
部
大
日
許
可
印
明

畢
/
天
正
七
季

〔己
卯
〕
(
一
五
七
九
)
九
月
二
十
二
日

〔月
曜
星
宿
〕
授

与
祐
鏡
/
伝
授
大
阿
閤
梨
法
印
棒
大
僧
都
頼
撃
祈
之

二
､
蔵
書
の
出
入
り
見
取
り
図

十
三
項
目
に
分
け
て
確
認
し
て
き
た
書
物
の
伝
来
を
図
示
し
て
み
た
｡
聖
教
全

体
の
一
割
弱
で
作
成
し
た
も
の
で
さ
え
､
こ
の
よ
う
に
幅
棒
す
る
の
で
あ
る
か
ら
､

今
後
の
調
査
に
よ
っ
て
､
も
っ
と
複
雑
に
張
り
め
ぐ
ら
さ
れ
た
ネ
ッ
-
ワ
ー
ク
を

具
現
し
得
る
可
能
性
は
商
い
と
思
わ
れ
る
｡
醍
醐
寺

(三
宝
院
流
)
､
松
橋
流
､

新
義
真
言
､
高
野
山
の
流
れ
が
､
直
接
､
あ
る
い
は
様
々
な
地
域
を
経
由
し
て
流

れ
込
ん
で
-
る
仏
法
紹
隆
寺
は
､
ま
さ
に
､
｢知
の
ネ
ッ
-
ワ
ー
ク
ス
テ
ー
シ

ョ

ン
｣
と
い
う
こ
と
に
な
る
だ
ろ
-
0

近
(
-
)
｡｡専
管
の
研
究
』
(
l
九
七
六
年
五
月
山
蔓
屠
仏
杏
林
)

(2
)
｢仏
法
寺
本

『沙
石
集
』
に
つ
い
て
｣
(大
正
大
学
大
学
院
研
究
論
集
2
一
九
七
八
年

二
月
)

(3
)
小
峯
和
明

『
『野
馬
台
静
』
の
謎
』
(
二
〇
〇
三
年
十

1
月
岩
波
書
店
)｡
そ
の
他
'

『大
般
若
経
』
(鎌
倉
時
代
写
)
が
諏
訪
市
指
定
文
化
財
に
な

っ
て
い
る
他
'
印
融
展

(横
浜
市
歴
史
博
物
館

7
九
九
七
年
十
月
二
十
五
日
～
十

1月
二
十
四
日
)
に
も
聖
教

の
一
部
が
出
品
さ
れ
た
o

(4
)
今
後
の
調
査
は
､
書
誌
カ
ー
ド
取
-
1
書
誌
カ
ー
ド
見
直
し
l
パ
ソ
コ
ン
へ
の
デ
ー

タ
打
ち
込
み
-
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
に
よ
る
画
像
デ
ー
タ
の
収
集
1
分
類

･
整
理
を
お
こ

な
い
'
目
録
化
の
順
に
進
ん
で
い
-
予
定
で
あ
る
｡

(
5
)
『諏
訪
史
料
草
書
』
巻
二
十
九

(信
濃
教
育
会
諏
訪
部
会

f
九
三
九
年
六
月
)

(6
)
｢伝
法
港
頂
記
並
古
写
経
奥
書
類
｣
に
所
収
さ
れ
た
仏
法
紹
隆
寄
蔵
の
聖
教
の
大
半
は

古
写
本
で
あ
る
が
'
聖
教
の
ほ
ん
の
1
部
に
過
ぎ
な
い
o
ま
た
'
近
世
期
の
写
本
へ
版

④･⑦-1･･･下野国雄腰奇

上
野
国
群
席
群磐城薬王寺

観
骨
院

-

②
-

同
園

胤
鳳

-

⑪
-

廉
補
導

/

⑩I⑬/

登

山

7

本
は
一
切
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
な
い
の
で
'
本
論
考
で
捕
-
ア
ウ
-
ラ
イ
ン
は
'
あ
く

ま
で
も
現
段
階
の
も
の
で
あ
る
｡

(
7
)
以
下
へ
引
用
文
は
す
べ
て

F諏
訪
史
料
革
脊
』
に
よ
る
O
元
号
に
は
私
に
西
暦
を
ふ

っ
た
｡

(8
)
例
え
は
､
真
福
寺
蔵

『帯
雨
法
残
欠
』
の
奥
署
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
｡

正
応
三
年
九
月
三
日
於
鎌
倉
亀
谷
清
涼
寺
自
醍
醐
山
大
政
法
印
親
玄
賜
成
賢
僧

正
御
房
御
所
博
之
本
番
写
校
点
畢

金
剛
仏
子
貞
仙

同
年
十
二
月
廿
四
日
以

彼
御
本
寄
写
校
点
了

金
剛
仏
子
賢
菅

嘉
元
四
年
四
月
廿
五
日
書
写
了

金

剛
仏
子
実
印

(
『真
福
寺
文
庫
撮
影
目
録
』
上
巻

一
〇
九
貫
)

金
沢
文
庫
に
は
､
定
仙
関
係
の
資
料
が
数
多
-
存
す
る
｡
定
仙
に
つ
い
て
は
へ
高
橋

芳
栄
氏
､
西
岡
芳
文
民
の
ご
教
示
を
賜
っ
た
C

(9
)
②
の
写
本
群
と
其
福
寺
と
の
関
わ
り
を
考
慮
に
入
れ
る
と
､
尾
張
万
徳
寺
に
任
し
氏

⑦
尊
朝
に
よ
っ
て
持
ち
込
ま
れ
た
可
能
性
も
あ
る
｡
万
徳
寺
も
其
福
寺
と
同
様
に
'
新
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義
真
言
宗
の
古
刺
で
あ
る
Q

(
10
)
『尭
雅
僧
正
関
東
下
向
印
可
授
与
記
』
(藤
井
雅
子

｢
『轟
雅
僧
正
関
東
下
向
印
可
授
与

記
』｣

(醍
醐
寺
文
化
財
研
究
所
研
究
紀
要
19

二
〇
〇
二
年
十
二
月
)
に
よ
る
と
､
尭

雅
は
仏
法
紹
隆
寺
に
二
度
に
渡
っ
て
訪
れ
､
松
橋
流
を
伝
授
し
て
い
る
｡

1
度
日
は
永

禄
三
年

(
1
五
六
〇
)
三
月
二
十
日
で
あ
り
'
こ
の
時
は
､
尊
朝
の
前
の
仏
法
紹
隆
寺

住
持
で
あ
っ
た
俊
応
が
伝
授
を
受
け
て
い
る
O
二
度
日
は
､
(
78
)
で
も
確
認
で
き
る
天

正
三
年
三
月
の
こ
と
で
あ
っ
た
O
轟
雅
は
､
す
で
に
前
年
九
月
二
十
六
日
に
仏
法
紹
隆

寺
を
訪
れ
て
お
り
､
滞
在
は
長
期
に
渡
っ
た
｡

(
11
)
｢仏
法
寺
尊
朝
法
印
､
天
正
十
六
年

一
度
住
山
､
所
望
之
間
'
切
紙
/
大
都
伝
受
了
､

下
国
/
七
月
十
二
日
｣
(『尭
雅
僧
正
関
東
下
向
印
可
授
与
記
』)
と
あ
る
｡
(
79
)
『私

記
』
で
は
日
付
が

｢七
月
日
｣
と
な
っ
て
い
る
が
'
授
与
記
に
よ
れ
ば
､
七
月
十
二
日

の
こ
と
で
あ
っ
た
｡

(12
)
万
徳
寺
中
興
浄
円
は
､
無
住
の
兄
弟
で
あ

っ
た
と
伝
え
ら
れ
る
｡
｢万
徳
寺
浄
円
上
人
'

町
屋
空
円
上
人
､

1
円
上
人
'
兄
弟

ニ
シ
テ
真
言
也
｣
(俊
海
本

『沙
石
集
』
巻
七
書
き

入
れ
)O
ま
た
'
『釈
義
真
言
宗
松
橋
密
派
』
で
は
､
日
菅
に
つ
い
て

｢後
智
積
院

へ
移

転
ス
｣
と
記
し
､
智
横
院
第
三
世
日
管

(
一
五
五
六

～
一
六
四
〇
)
に
比
定
し
て
い
る
｡

智
積
院
三
世
日
誉
で
あ
れ
ば
､
こ
の
時
は
ま
だ
若
干
二
十
六
歳
で
あ
る
｡
日
管
が
万
徳

寺
に
住
し
て
い
た
と
の
記
録
は
管
見
の
限
り
で
は
見
つ
か
ら
な
い
｡
辞
典
類
で
は
根
来

寺
で
修
養
に
励
ん
で
い
た
時
期
と
さ
れ
て
お
り
､
『新
義
真
言
宗
松
橋
密
派
』
の
説
は
､

に
わ
か
に
は
信
じ
が
た
い
｡

付
記仏
法
招
隆
寺
蔵
聖
教
調
査
に
は
'
仏
法
紹
隆
寺
御
住
職
岩
崎
宥
乗
師
に
格
別
の

ご
配
慮
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
｡

紙
上
を
も
っ
て
､
厚
-
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
｡
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｢伝法藩頂記並古写経奥書類｣所収仏法緒隆書聖数一覧表 ※番号の ( )は F諏訪史料叢書』の番号

番 号 作 品 名 書写年代 書写者､伝授 輿垂日 備 考関係

①醍醐寺- ?-仏法招隆寺

1(1) 古事経 右往遊転件/永保元年 (1081)三月十三日

2(2) 伝法雇頂目安第- 伝法雇頂略支度治東三年 (1179)二月/以西南院法印御房実勝御自筆 西南院は高野山西南
書之云々 院のことか

3(3) 伝淳】頁式 建久元年 (1190)五月十一日以醍醐僧正御本書写了

4(5) 真言儀式書 京久二年 (1220)八月七日書了光実/同年九月二十三日於遍智院東伝授了

5(7) 霊藩頂相承 寛書三年 (1231)八月十九日前権僧正成賢

6(8) 意教上人衝突 寛喜三年 (1231)八月十九目前権僧正成貿

7(9) 大般若経 健長元年 〔歳次己酉〕(1249)六月六日午時許書写畢

8(10) 三宝院結線濯頂 右来二十三日可被始行之例話定如件/文永十年 (1273)四月二十一日行事法印貞弁/後朝良質

9(ll) 仏事等事 文永 1年8月へ12月

10(22) 弘鐘私記結線藩頂記同上略義 永徳二年 (1382)壬成九月十四日/大阿闇梨法印大和尚位権大都弘一済

②定他 .頼高 (鎌倉清涼寺一袋州葦蔵山内観音院-仏法括隆寺)

ll(6) 大仏]頁法 本云貞応二年 (1223)盆夏下旬於阿弥陀院法伝授畢/駿州葦蔵山内観音院常住額高也

12(19) 断簡古写経 弘安二年 (1279)十二月八日書写了定仙/正応元年 (1288)十月十四日於清涼寺小房両角董書写了定禅/同五年十月三日道妙房定仙/徳治三年 (1308)五月二日子持於伊豆国厳成就院書写畢定禅/会党漠頼種書之/私云駿州花蔵山内観音院常住/□□払子頼高也

加
東
T

F
.rng!j;醇
盤
空
想
T
J

‥
刑
製
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三十日授申了定禅/私云駿州花蔵山観音院常住頼高也

14(1) 大金剛輪法 正応三年 (1290)九月一日於鎌倉亀谷清涼寺自醍醐山大政法印親/玄賜道教所持之本書写校点畢/金剛仏子定仙/仏法寺什

15(14) 諸経法 正応三年 (1290)九月五日於鎌倉亀谷清涼寺自醍醐山大政法印親/玄賜道所持之本書写校点畢/金剛仏子定山/同五年四月六日書写了定禅/同年十月十三日奉授道妙房了定仙

16(13) 真言宗儀式 正応四年 (1291)辛卯十一月二十五日於清涼寺書写之畢/阿弥陀護摩薬師御修法等仏法寺常住拝

③俊盛 .俊祐 (醍醐寺-仏法招隆寺)

17(20) 唯∃受一人大事 文和二 (1353)年亥巳二月二十七日奉受此大事畢同晦日記之/金資俊盛

18(21) 断簡古写経 御本云文和二年 〔糞巳〕(1353)二月二十八日以上件本書写了晦日二十七日於悪心院塔内所授給也金剛仏子俊盛 〔生年三十二〕

19(24) 経名不知 文和二年 〔糞巳〕(1353)二月二十七日自法印御坊俊豪奉授此大事了/同晦日日記之金剛仏俊盛/文明五年 (1473)九月十四日奉授俊雁律師伝授大阿閤梨権少僧都/俊祐

④俊円.尊純 (醍醐寺一能延寺-仏法紹隆寺)

20(61) 阿閤法 (秘釣) 永正13年4月日 義俊一俊尊､俊円 御本記云/建久六年 (1195)十月十三日於高野山往生院御房子勉計書写了/権律師範賢/建保四年 (1216)七月十二日伝得此言/同二十五日於三宝院奉受子僧正御房-以御本重交合了/沙門憲一 〔生二十五〕/正嘉元年 (1257)十一月二十二日於報恩院以上件御本書写之了/金剛仏子俊一 〔生二十二〕/同二年七月二十一日於報恩院奉伝受子僧正御房畢/沙門俊一 〔生年二十三〕/前権僧正憲一/永仁元年(1293)十一月一日以御本書写畢/権律師義俊/同二年六月二日奉伝受干師主法印御房畢/文亀三年 (1502)三月二十一日於醍醐山上以義俊自筆御本書写了/去年文亀二夏九旬行樹院法印隆恵奉遇伝受畢/金剛仏子俊尊/永正十三年 (1516)四月日於野州氏家郡玉生能延寺以御本書写之/了金剛仏子俊円
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21(34) 秘抄第二 永正13年4月日 義俊､俊等､俊円 才〕/以御本重交了前権僧正成一/正嘉元年 (1257)十一月二十四日於報恩院以上件卸本書写畢/金剛払子俊- 〔生年二十二〕/同二年七月二十三日於報恩院奉伝受子僧正御房畢/沙門俊 〔生年二十三〕/節樟僧正憲/永仁二年 (1292)二月十七日以卸本書写之畢/同年七月十一日章伝受之権律師義俊/文亀二年 (1501)五月中旬於醍醐山上奉伝師主法印御房-/同三年三月二十三日以件御本写-/金剛仏子俊等/永正十三年 (1516)四月日於野州氏家郡玉生能延寺以件御本書写/畢/金剛仏子俊円

22(59) 如法尊勝 (秘砂) 永正13年4月日 義俊､俊等､俊円 正安三年 (1301)九月二十七日以御本書写了権律師義俊/文亀三年(1502)五月十三日以件御本書之了金剛仏子俊尊/永正十三年丙子(1516)四月日於野州氏家郡主能延寺以御本書写/之了金剛仏子俊円

23(33) 秘抄第三 俊尊 正嘉二年 (1258)三月五日於報恩院/以上御本書写之了金剛仏子俊一〔生年二十三〕/正元元年 (1259)閏十月二十一日於報恩院奉伝受干僧正御房了/法眼俊一 〔生年二十四〕/前権僧正憲深/正安二年(1300)九月二十五日以御本書令書写之了/文亀二年 (1501)一夏九旬間於行樹院奉伝受了三年三月以件御本/書之了金剛仏子俊尊

24(60)蔓 秘抄第四 永正13年4月日 義俊､俊尊､俊円 御本記云/元久二年 (1205)二月二十六日於遍智院奉伝受畢権少僧都成一/安貞二年 (1228)十二月三日於遍智院奉伝受了権律師憲一/以御本重交合了/正嘉二年 (1258)六月五日於報恩院以上件卸本書写之了/金剛仏子俊一 〔生年二十三〕/同年七月二十六日於報恩院奉伝受干僧正御房了/沙門俊一 〔生二十三〕/前権僧正憲一/永仁四年(1296)二月十四日以御本書写了/同年二月二十一日奉伝受干師主了権律師義俊/文亀二年 (1501)夏於行樹院奉伝了/同三年三月二十七日書写了金剛仏子俊尊/永正十三年 (1516)四月日於能延寺以御本書写之了/金剛仏子俊尊
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俊尊/永正十三年 (1516)四月日於野州氏家郡玉生能延寺以御本書写

26(45)I 秘抄 (第六) 永正13年4月日 義俊､俊等､俊円 法花理趣/□□六/御本記之建久七年 (1196)十月二日於石山寺本房書写了/権律師筑賢 〔生年三十三〕/建久九年九月十日伝受了成-/建保四年 (1216)七月十二日伝得此書了/同五年五月七日於遍智院憲- 〔生年二十六〕伝受了即以御本交/合了/正嘉元年 (1257)十二月十日於報恩院/以上件御権書写了/同二年八月一日於報恩院奉/伝受干僧正御房了沙門俊一 〔生二十三〕/前権僧正憲一/永仁三年(1295)七月七日書写了/同月九日奉伝受干師主畢権律師義俊/文亀二年 (1501)夏奉伝授行樹院法印候畢/同三四十於富漢書了/金剛仏子俊尊/永正十三 (1516)四日目於野州氏家郡玉生能延寺以御本書写

27(35) 秘抄第七 永正13年4月日 義俊､俊尊､俊円 正喜二年 (1258)四月九日於報恩院以上件恩本書写之了/金剛仏子俊一 〔生年二十三〕/同年八月四日於報恩院奉伝受畢僧正御房了/沙門俊一 〔生二十三〕/前権僧正憲深/永仁二年 (1292)四月二十五日以御本書写畢/同年十二月奉伝受干御主畢権律師義俊/文亀二年(1501)於行樹院奉伝授手法印御房了/同三年二月二十九日書之了/金剛仏子俊専/御受了/永正十三年 (1516)四月日於野州氏家郡玉生能延寺以本書写了/金剛仏子俊円

28(4) 秘抄第八 永正12年4月29日 義俊､俊尊､俊円 御本記之/建久九年 (1198)十一月十五日奉伝授遍智院/律師御房記等貿/成賢/建保四年 (1216)七月十二日伝得此書了/同九月十日奉伝受僧正御房了/沙門憲深 〔生年二十五〕/正嘉元年 (1257)十一月十二日於報恩院/以上件御本書写之畢/金剛仏子俊誉 〔生二十二〕/同二年八月八日於報恩院奉受干僧正御房了/沙門俊一 〔生年二十三〕/永仁元年 (1291)十一月十三日以御本書写之了/同二年五月二十三日奉伝授干師主法印御房了/権律師義俊/文亀二年 (1502)夏伝受了同三年四月二日於行樹院書之了/金剛仏/子俊尊永正十二年(1515)丙子卯月二十九日玉生於能延寺書之金剛仏/子俊円

iI29(36) 秘抄第九 永正13年4月 義俊､俊尊､ 御本記云建久九年 (1198)十-月十八日於鳥羽壇所季語遍智院律師御房行/範実/成賢/建久七年 (1196)九月二十日於石山寺本房書写了/奉為金輪聖王天長地久玉体安福増長宝寿天下泰平万民豊/薬上求之下地衆生所書也権律師範 〔生年二十三〕/建保四年 (1216)七月十二日伝得此書了/同五年二月十八日於三宝院奉受了/沙門憲一 〔生年二十六〕/正嘉元年 (1257)十二月二十三日於報恩院以上件御本書写
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安子僧正御房了/沙門俊一 〔生年二十三〕/前権僧正憲深/永仁二年

(1292)二月二十六日以御本書写畢/同年六月八日奉伝受干師主法印

御房了/権律師義俊/文亀二年 (1501)夏奉行樹院法印御房伝授了/
同三年四月四日於同院書之了金剛仏子俊尊/永正十三年 (1516)四日

目於野州氏家部玉生郷能延寺以御本書写
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30(16) 虚空蔵法秘抄十 i義俊 御本記云/以御本書写交畢/金剛仏子憲深/正嘉九年十二月十七日於報恩院/以上御本書写之畢/金剛仏子俊 〔生年二十二〕/同二年八月十五日於報恩院奉伝受干僧正御房了/沙門俊一 〔生年二十三〕/前権僧正憲深/永仁二年 (1294) 〔甲午〕三月十二日於常磐井殿千時仙洞御念爵書写/了/同三年六月七日奉僧受干師之畢権律師義俊 正嘉九年は建久九年の誤かo

31(37) 秘砂第十 永正13年4月日 義俊､俊円 正安三年 (1301)十一月二日以御本書写畢/文亀三 (1502)四三十於醍醐山上書写畢剛仏子俊尊/永正十三 (1516)丙子四月目玉生能延寺以御本書写華/金剛仏子俊円

33(62) 転法論法 (秘砂第十二) 永正13年4月冒 義俊､俊尊､俊円 御本記云/元久元年 (1204)三月四日於遍智院奉伝受華麗実/建保四辛 (1216)七月十二日伝得此書了/同五年五月二十一日於遍智院奉伝受了憲一 〔深生年二十六〕/以御本重交合了/正嘉二年 (1258)六月四日於報恩院以上件御書書写之了/金剛仏子シヨソー 〔生年二十三〕/同年八月二十七日於報恩院奉伝受干僧正御房了/沙門俊一 〔生二十三〕/前権僧正憲深/永仁三年 (1295)十月十六日以御本書写了/同十月二十二日奉伝受干師主畢権律師義俊/文亀三 (1502)四中旬於醍醐山書之了金剛資俊尊/永正十三年丙子 (1516)四月日於野州能延寺以御本書写之了/金剛仏子俊円

正治二年 (1200)後二月三日於遍智院奉伝受了/建保四年 (1216)七
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34(39) 秘抄第十三 永正13年4月日 義俊､俊尊､俊円 月十二日伝受此之書了/同年正月六日於極楽房奉伝受了沙門憲- 〔深生二十六〕/以遠智院御本交合了/正嘉元年 (1257)十二月晦日於報恩院以上件御本書写/金剛仏子俊-/同二年九月二日於報恩院奉伝受干僧正御房了沙門俊一 〔生二十三〕/前障僧正憲深/永仁二年(1292)三月二日於常磐井殿千時御念諭常以御本書写了/同年六月奉伝受干師主了権律師義俊/文亀二年 (1501)夏九旬於行樹院奉伝授手法□了/同三年夏四月十八日書写了金剛仏子俊尊/永正十三年丙子(1516)四月日於野州氏家郡能延寺以御本書写之了/金剛仏子俊円

35(55) 如法愛染王 (秘抄) 永正13年4月 義俊､俊円 御本云-校了/正元元年 (1259)四月十八日於報恩院以御本書写了/金剛仏子俊誉 〔生二十四〕/以御本書写之了金剛仏子義俊/文亀三年

日 (1502)五月十三日於醍醐山上書写之了/金剛仏子俊尊/永正十三年(1516)四月十六日於能延寺書写之了/金剛払子俊円

36(40) 秘抄第十五 永正13年4月日 義俊､俊尊､俊円 正嘉二年 (1258)十一月八日於報恩院書写畢/金剛仏子俊一 〔生二十三〕/正元元年 (1259)十二月六日於報恩院奉伝受了僧正御房畢/沙門俊- 〔生年二十四〕/前権僧正憲深/永仁四年 (1294)五月八日以御本書写畢/永仁四年五月十日奉伝受干師主畢/権律師義俊/文亀二年 (1501)夏伝授同三年夏四月二十三日於山上書写畢/金剛仏子俊尊/永正十三年 (1516)丙子四月日於野州玉生君精巨延寺以御本書写之畢/金剛仏子俊円

37(41) 秘抄十六 永正13年4月26日 義俊､俊尊､俊円 正治二年 (1200)後二月十九日於遍智院奉伝受了華実/成一/建保四年 (1216)七月十二日伝得此書/同晦日於三宝院奉受僧正御房-/沙門憲一 〔生年二十五〕/以御本重 (書)受之/正嘉元年 (1257)十二月十五日於報恩院以上件御本書写之了/金剛仏子俊 〔生年二十二〕/正嘉二年九月十五日於報恩院奉伝受子僧正御房了/沙門俊 〔生二十三〕/永仁二年 (1294)二月二十一日以御本書写之了/同三年五月二十三日奉伝受干師主畢/権律師義俊/文亀三年 (1502)四月二十三日於醍醐山上書之了/金剛仏子俊尊/永正十三年 (1516)四月二十六於能延寺書写之了/金剛仏子俊円
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聖天質次第 (秘抄)
永正13年4月
日

義俊､俊尊､

俊円

二〕/正嘉二年十月一日於報恩院奉伝受千僧正樹房了/沙門俊一 〔生

年二十三〕/前権僧正憲一/永仁元年 (1293)十一月二十七日御本書
写了/永仁三年五月二十八日奉伝受子師主宰/権律師義俊/文鳥二年

(1501)夏於行樹院奉伝受手法印了/同三年夏於同院以件御本書之
了/金剛仏子俊等/永正十三年 (1516)四月日於野州氏家郡玉生郷能

延寺以御本書写/了金剛仏子
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39(63) 聖天葉次第 (秘抄) 永正13年4月 俊円 御本記云建久七年 (1196)十月二十日令移点7第実/正治二年(1200)閏二月十四日於遍智院奉伝受干成/権少僧都範実/建保正嘉

日 永仁文亀/永正十三年 (1516)丙子四月日於野州氏家郡玉生郷能延寺以御本書写/了金剛仏子俊円

42(43) 秘抄第二十 永正13年4月日 俊等､俊円 正安二年 (1300)九月二十九日以御本書写畢/文亀三 (1502)六月-日於醍醐山喜之/金剛仏子俊尊/永正十三年 (1516)四月日於野州氏家郡玉生能延寺以御本書写之/了/金剛仏子俊円

43(15) 北斗供 (秘抄) 正治二年 (1200)後二月十九日於遍智院奉伝授7第実/成一/建保四年 (1216)七月十二日伝此書了/同九月二十一日於三宝院奉伝子僧正衛房了沙門憲深 〔生年二十五〕/正嘉二年 (1258)正月十六日於報恩院以上件御本書写之了/金剛仏子俊一 〔生二十三〕/永仁二年(1294)五月二十四日以御本書写了

諸尊護摩砂第一 (秘砂) 俊尊､俊円

正安元年 (1299)十一月十五日以御本書写畢/文亀三 〔突刻〕(1502)
四月二十日於醍醐山上書/金剛仏子俊尊/永正十三年 (1516)四月日

於玉生能寺以御本書写了/金剛仏子俊
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45(17) 諸尊書摩紗第二 (秘抄) 義俊 正元二年 (1260)閏十月十七日於報恩院以写之了/金剛仏子俊一 〔生二十四〕/永仁三年 (1295)六月六日以御本書写了/永仁三年六月二十六日奉伝授了師主畢/義俊

46(49) 諸護摩紗第三 (秘抄) 永正13年4月 義俊､俊等､ 永仁三年 (1295)六月十三日書写畢/同六月二十七日奉伝受干師主筆/権律師義俊/文亀三年 (1502)五月七日於醍醐山上家後以義俊御

30日 俊円 自筆写之/金剛仏子俊尊/永正十三年 (1516)四月晦日於能延寺書写了/金剛仏子俊円

47(31) 諸護摩紗第四秘抄 義俊､俊尊 正元二年 (1260)閏十月二十二日於報恩院以御本書写之了/金剛仏子俊 〔生年二十四〕/永仁三年 (1293)六月二十五日以御本書写畢/永仁三年六月二十九日奉伝受子師主筆/権律師義俊/文亀三年 (1502)五月七日於醍醐山上以義俊御自筆書写畢/金剛仏子俊尊

48(65) 諸護摩 (秘抄) 永正13年5月日 義俊､俊等､俊円 御本云-交了喜一/正元々年 (1259)閏十月十二日於報恩院以御本書写了/金剛仏子俊一 〔生二十四〕/永仁三年 (1295)五月三十日以御本書写了権律師義俊/同六月七日奉伝受子師主畢義俊/文亀三年(1502)夏於醍醐山上豪渓書写了金剛仏子俊尊/永正十三年 (1516)五月日於野州能延寺俊尊御自筆以御本書写之/了金剛払子俊円

49(56) 増益護摩私記 (秘抄) 永正13年4月25日 俊等､俊円 同三月十五日以又御本重交合了/正嘉三年 (1259)三月六日於報恩院以御本写之了金剛仏子俊一 〔生二十四〕/同七日交合了/永仁四年(1296)十二月十四日以御本書写之了同十八日校合了/文亀二年(1501)六月中旬奉伝受干行樹院法印御房了/同三年五月二十九日於当院[コ出之何日校合了之金剛仏子俊/普/永正十三年 (1516)卯月上旬於玉生能延寺奉伝受金剛乗院俊尊法/印御房了/同二十五日書写了金剛仏子俊円

50(46) 異尊第一 (秘抄) 永正13年4月 義俊､俊尊､ 御本記云/以御本写受了金剛仏子憲一/正嘉二年 (1258)正月二日於報恩院以上件御本書写之了/金剛仏子憲- 〔生年二十三〕/正元元年(1259)七月四日於報恩院奉伝受干僧正御房/沙門俊 〔生年二十四〕/前権僧正憲深/永仁五年 (1297)二月十二日以御本書写了/同

日 俊円 年四月十三日奉伝受子師主畢/権律師義俊/文亀二年 (1501)夏於行樹院奉伝授干法印了/同三年夏当院書写了/金剛仏子俊尊/永正十三辛 (1516)四月日於野州氏家郡玉生能延寺以御本書写之/了/金剛仏子俊円

-E
j
･
(,,.
淋

併

置

と

回

甜
一ry
f



-

巳

-

51(44) 異尊第二 (秘砂) 永正13年4月 義俊､俊等､ 於報恩院/以上件御本書写之了/金剛仏子俊一 〔生年二十三〕/正元元年 (1259)七月七日於報恩院奉/伝受干僧正御房華/沙門俊-/前権僧正憲一/永仁五年 (1297)二月十七日以御本書写了/同年五月四

日 俊円 日八日両日各六尊奉伝受干師主宰/権律師義俊/文亀二年 (1501)夏於行樹院伝授了/同三年夏以件御本書写了/金剛仏子俊尊/永正十三午 (1516)四月日於野州氏家郡玉生能延寺以御本書写之了/金剛仏子俊円

52(64) 帝釈法 (秘抄) 永正13年4月日 義俊､俊尊､俊円 御本記以本写交了金剛仏子憲一/正嘉三年 (1259)三月十七日於報恩院以上件御本書写之了/金剛仏子俊- 〔生年二十三〕/正元二年(1260)八月四日於報恩院奉院伝受千僧正解房了/沙門俊一 〔生年二十四〕/前権僧正憲一/永仁五年 (1297)二月二十三日以御本書写了/同年五月九日奉伝受干師主了/義俊文亀三年 (1502)夏於醍醐山上書之了/金剛仏子俊尊/永正十三年 (1516)四月日於能延寺以御本書写了/金剛仏子俊円

53(47) 異専第四 (秘砂) 永正13年4月 義俊､俊尊､ 寛喜三年 (1231)七月二十三日於遍智院以御本写畢金剛仏子憲一/正嘉二年 (1258)三月十八日於報恩院以上件御本書写之畢/金剛仏子俊- 〔生年二十三〕/正元二年 (1260)八月十丁目於報恩院奉伝受干僧正御房了/沙門俊一 〔生年二十四〕/前権僧正憲一/永仁五年ー

日 俊円 (1297)三月十一日以御本書写了/同年五月十日奉伝受子師主畢権律師義俊/文亀三年 (1502)夏於醍醐山上豪渓奥心件本書写了/金剛仏子俊等/永正十三年 (1516)四月日於野州氏家郡玉生能延寺以御本書/写之了金剛払子俊円

54(53) 作法上 (秘抄) 永正13年4月日 俊尊､俊円 正嘉二年年 (1258)三月十九日於報恩院以御本書写之了/正元二年(1260)三月十三日於報恩院奉伝受干僧正御房了/法眼俊一/前権僧正憲一/文亀三年 (1502)五月八日於醍醐山房院困房書写了/金剛仏子俊尊/永正十三年 (1516)四月日於野州氏家文王生能延寺以御本書写之/了金剛仏子俊円
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永正十三年四日目於野州氏家郡玉生能延寺以御本書写了/失点付了金剛仏子俊円

56(58) 支度 (秘抄) 義俊､俊尊 御本云/-交畢喜一/正嘉二年 (1258)六月七日於報恩院以写之畢/交合-金剛仏子俊 〔生年二十三〕/永仁四年 (1296)十二月十八日以御本書写/畢/同日交了金剛仏子義俊/文亀三年 (1502)五月二十五日於上醍醐寺家静院件御本伝写了/金剛仏子俊尊/交

57(28) 巻数 義俊､俊尊 右奉存東宮殿下御息災安穏増長宝寿始自七月十八日迄干/今月今日置五七箇日夜間殊致精誠奉修如件/仁安二年 (1167)閏七月二十三日権少僧都法眼和尚位勝賢/御本云-交了憲一/正嘉二年 (1258)六月九日於報恩院以御本書写之了/交合-金剛仏子俊一 〔生二十三〕/永正五年 (1297)二月六日以御本書写華/度々権律師義俊/文亀三年(1502)五月二十七日於醍醐行樹院以件御本書之了/金剛仏子俊尊/校合了

58(57) 衷白上 (秘抄) 永正13年4月24日 義俊､俊等､俊円 御本云/正元々年 (1259)六月十日於報恩院書写了金剛仏子俊一 〔生一二十四〕/永仁二年 (1294)六月十八日以御本書写之了金剛仏子義俊交了/文亀三年 (1502)五月十一日於醍醐山上家静院谷閑房書写了/金剛仏子俊尊/永正十三年 (1516)四月二十四日於能延寺書写之了/金剛仏子俊円

59(59) 表白之下 (秘抄) 永正13年4月 義俊､俊等､ 御本云/正安二年 (1300)六月十二日於報恩院書写了/金剛仏子義俊/文亀三年 (1502)五月十二日以件御本於上醍醐家静院閑房書写

29日 俊円 了/交了/金剛仏子俊尊/永正十三年 (1516)卯月二十九日於能延寺書写了/金剛仏子俊円

60(29) 野決砂 義俊､俊尊 本記云全部十二巻云々沙門守覚/千時安貞二年 (1228)七月十二日取要抄之了/正元元年 (1259)六月二十三日於報恩院以御本書写之能々可隠秘/之由被命了/永仁六年 (1296)七月二日絵御本書写之金剛仏子嘉俊/文亀三年 (1502)五月二十八日於官賢醐山上以件御本書之了/金剛仏子俊尊/後日校了

61(30) 駄都秘訣秘抄 義俊､俊尊 御本記云/此本萱房座主書也以遠智院御本交合了/注御本是也金剛仏子憲一/正嘉二年 (1258)六月十四日於報恩院以上件御本書写了/金剛仏子俊一 〔生年二十三〕/永仁四年 (1294)十二月十五日以御本書写之畢/金剛仏子義俊/改隆澄恵法印/文亀二年 (1501)六月下旬於行樹院奉伝受/伝受/同三年六月一日書写之四十二巻並野決一局都合四十三巻/功了作法中巻 トテ一巻相副 〔伊御本ノ箱四十四巻〕然而第
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二十巻 ト同ナ/ル故ニ略之推云此一巻-異本ニ在之欺作法目録ニ-上下/両巻也D金剛仏子俊等

62(50) 秘抄駄都 (秘抄) 永正13年4月 義俊､俊円 正嘉二年 (1258)八月十四日於報恩院以御本書写之了/金剛仏子俊〔生二十三〕/永仁四年 (1296)十一月二十一日書写畢/今月五日先

日 以御本書伝授子師主筆/権律節義俊/永正十三年 (1516)四月日於野州氏家郡玉生能延寺以御本書写了/金剛仏子俊円

63(25) 断簡古写経 文明13年9月 俊尊､専純 文明十三年 (1481)九月目早書之/私云俊等御自筆御本給写之仏子専鍾

64(27) 三摩耶戒式 延徳2年7月 俊尊､? 延徳二年 (1490)壬七月日伝写畢律師俊尊/開帳/明治十一年丑五月二日信陽諏訪上官寺務/仏法寺山主元諏訪山普賢/松橋宥中領掌之神変山神宮寺/什物 諏訪上社神宮寺什物

⑤広宥 (上野州群馬郡中尾郷為末代)(醍醐寺-上野国-仏法紹隆寺)

65(23) 儀式先例 文保二年 (1318)十二月十二日於醍醐悪心院書写了/応永十五年 〔戊子〕(1408)南呂二十八日於上野州群馬郡中尾郷為末代/求法和島跡一筆了金資広宥 〔春秋三十八歳〕

⑥弘行 (醍醐寺-諏訪上社神宮寺-仏法結隆寺)

66(26) 般若理趣経 最澄､弘行 伝教大師御筆/般若理趣経一巻/普賢神変山神宮寺伝来/書加/延徳二年 (1490)正月七日/三宝院内理性院之家/権少僧都弘行十八才 諏訪上社神宮寺蔵

⑦尊朝 (下野密奥寺-仏法留隆寺)

67(67) 御遣告 天文23年8月 長賢､俊等､尊柘､霊草､尊膜､尊戟 応永二十二年 (1415)乙未二月二十八日日於上醍醐慈心院禅室以光明心院法印大和尚弘鐙御秘 〔弘済自筆〕御令書写了/俊海/応永三十二年乙末九月二日法印俊禅/文明三年 〔辛卯〕(1471)十月二十六日従遍照寺俊宗伝之宝寿寺住金/資長賢/文明十三年 〔辛丑〕三月二十一

22日 日書之同寺住金剛払子俊尊/永正元年 〔乙丑〕(1504)四月四日書之同寺住専祐/永正十一年 〔乙亥〕(1514)七月十一日書之置尊/天文二十年 〔辛亥〕(1551)五月二十一日書之等慣/天文二十三年 〔甲寅〕(1554)八月二十二日等朝

68(68) 五種津頂 天文23年9月20日 長賢､俊尊､ 千時宝徳三年 〔辛末〕(1451)五月二十一日於野州小山庄藤井内金井金/剛乗院予受直師此清宥口決如言記之不可有外見莫/金剛賛意海
専祐､置尊､ 〔歳歯大々〕/長賢俊専尊祐/永正十一年 〔甲成壬〕(1514)二月四
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十日賜置尊法印御本伝写之/金資尊朝

】69(79) 金賢記 天文23年9月2 尊朝 天文二十三年 〔甲寅〕(1554)九月二日尊朝

70(105) 御通告奥書 文禄二年 〔突巳〕(1593)拾月七中日申刻苦了

71(91) 経名不知 天正3年3月 尊朝 _天正三 〔乙亥〕(1574)三七於信州仏法寺万ダラ供施行/施主法印尊
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73(92) 万ダラ供執行覚書 天正3年3月7日 尊朝 天正三 〔乙亥〕(1574)三七於信州仏法寺万タラ供就行施主法印尊朝/ 〔元号慈眼寺〕於同国総持寺尊剛法印為七季忌就行導師予沙汰之辛/錐博多当院所望之下参置者也庭上ノ子天気以下珍重々々

74(73) 尊済印可 天文14年 尊済一等朝 右於野州田原郷密奥寺道場授両部濯頂畢/天文十四年 〔歳次乙巳〕(1545)/伝授大阿闇梨権少僧都大和尚位尊済

【守5(74) 尊済伝法濯]頁印信 天文14年3月 尊済-尊朝 天文十四年 〔歳次乙巳〕(1545)三月/伝授大阿閣梨権小僧都大和尚 尊済ほ能延寺で学んでいるo｢小僧数年之間尽求法之誠幸随

位尊済 能延寺法印大和尚位具支濯頂印可｣(文中)

76(69) 尭伝法許可阿闇梨職位事 元亀 1年7月 尭雅一等朝 元亀元年 (1570)七月二十八日 〔火曜張宿〕/伝授大阿聞梨前権僧正
28 大和尚位尭雅

77(70) 尭雅僧正印可 元亀1年7月 尭雅一尊朝 右於信州小懸長命寺道場両部許可華/元亀元 〔歳次庚午〕年 (1570)

78(93) 唇 頂重位事 天正3年3月 尭雅一尊朝 右於信州仏法寺道場授住専朝法印章/天正三 〔乙亥〕(1574)三月九

79(104)唇 天正16年7月 尭雅一す尊朝 天文十八年 (1549)六月四日尊朝房/天正十六年 (1588)七月日/仏 天文十八年は不明o

伝法許可漕IgEr]信 天正10牢8月 日誉-尊朝 右於尾州万徳寺授両部印可託/天正十年 〔歳次壬午〕(1582)八月二



-

L!
貯

-

26日 十六日辛亥 〔糞宿水曜〕/伝授阿常梨権大僧都法印日誉

81(98) 日誉法印印可 天正10年8月 日誉-尊朝 右於尾州万徳寺授両部印可託/天正十年 [歳次壬午〕(1582)八月二
26日 十六日辛亥 〔星宿水曜〕/伝授阿閤梨権大僧都法印日誉

82(99) 日誉付法状 天正10年9月 日誉-尊朝 右有甚深之約諾申事/三宝院質深之法流印信重書等無残所日誉付畢猶如溶瓶也並/万徳寺真俗之道具等無残所与口中候有誓約不可違盛者也

5日 定/両部之諸尊三国祖師可垂照明絵者也肪付法状如件/天正十年 〔歳次壬午〕(1582)九月五日目誉 (花押)/尊朝法印参

83(102) 尊朝両部印可 天正16年3月 尊戟-宥雅 右於信州諏方仏法寺道場授両部許可了/天正十六年 〔戊子〕(1588)
10日 三月十日 〔張宿金曜〕/伝授大阿間葉棒大僧都法印革新

84(103) 尊朝秘密許可 天正16年3月 尭推-尊朝一 天正十六年 〔戊子〕(1588)三月十日 〔張宿金曜〕/伝享受大阿閣梨権
10日 看護 大僧都法印大和尚尊朝

85(107) 尊朝印可 慶長8年10月29日 尊朝一 ? 右信州諏方仏法覇隆寺道場授両部/藩頂畢/慶長八 〔莫卯〕年(1603)十月二十九日 〔木曜飛宿〕/伝授大阿閣梨棒大僧都法印大和尚位尊朝

⑧甚円 (仏法寺)

86(89) 尭雅量桓秘密伝法灘]頁阿閤梨 天正2年11月尭雅一甚円I 天正二 〔甲成〕(1574)稔中冬二十一日 〔角宿木曜〕伝燈大阿蘭梨大 甚円は慈恩寺大僧都職位事 21日 僧正発狂

87(90) 尭雅大僧正印可 天正2年11月 尭雅-甚円 於信州諏方郡仏法寺道場南部産頂畢/天正二 〔歳次甲成〕(1574)季
21日 霜月二十一日 〔角宿不曜〕/伝授大阿蘭梨大僧正尭雅

⑨尊雅 (仏法寺)

88(109) 松橋涜血脈相承次第 日徳一尊雅 -尭雅 .尭円 .甚信 .有雅 .金海 .真円 .元雅 .憲英 〔仏法寺法印〕.日徳 〔国憲海僧都〕.専雅 〔同法住僧都〕

⑩宥尊 (岩城薬王寺-仏法緯隆寺)

89(71) 深玲両部密印許可 天文9年11月 深玲-宥尊 右於奥州岩城薬王寺道場両部密印奉授也/天文九年庚子 (1540)霜月 岩城薬王寺にて授受O
6日 六日/伝ま受大阿闇梨権大僧都法印深壕 96と同o

⑫宥誉 (尾張真福寺-岩城薬王寺-仏法紹隆寺)

90(72) 伝法濯】頁密印 祐舜-宥誉 伝授大阿閤梨法印祐舜 (花押)

91(78) 政誉受明澄]頁 天文21年12月 政誉一着誉 相承次第/範俊 .勝覚 .聖賢.房覚 .蓬顕寛位 .源俊/尭円.鎮海 .儀海 .宥円.能信 .信希 一任環 .宗真/宥覚 .宥算 .政寛 一政円.政
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宿〕/若有業生遇此教 室夜四時常精進/現世蓄得歓喜地後十六生成正寛/伝授大阿闇梨位法印大僧都政誉 (花押)

92(77) 政誉受明澄頂 天文21年12月12日 政誉-宥誉 相承次第/範俊 .勝覚 .聖賢 .房覚 .蓮顕/寛位 .源俊 .尭門 ー稜海 .儀海/宥円 .能信 .信環 .任瑞 .宗真/宥覚 .宥算 .政覚 .政円.政誉/宥誉/天文二十一年 〔壬子〕(1552)十二月十二日 〔日曜井宿〕/若有業生遇此教 書夜四時常精進/現世諾得歓喜地後十六生成正覚/伝授大阿闇梨位法印大僧都政誉 (花押)

93(75) 政誉相応藩頂印明 天文21年12月 政誉-宥誉 天文二十一年 〔王子〕■(1552)十二月十七日授与宥誉畢/伝授大阿闇
17日 梨位法印棒大僧都政誉 (花押)

94(76) 政誉相応経薄頂密印 天文21年12月 政誉-宥誉 天文二十一年 〔王子〕(1552)十二月十七日授与宥誉畢/伝授大阿閣
17日 梨位法印権大僧都政誉

95(96) 深玲印可 天正9年11月 深玲-宥誉 右於奥州岩城薬王寺道場両部密印奉授也/天正九年 〔庚子〕(1581) 岩城薬王寺にて授受o
6日 霜月六日/伝授大阿閣梨権大僧都法印深玲 71と同o

96(111) 祐舜伝法藩頂 祐舜-宥誉

97(112) 祐舜受明澄】頁 祐舜-宥誉 相承次第/範俊 .勝覚 .聖賢 .房覚 .蓮顕寛位 .源俊/尭円.鎮海 .儀海 .宥円一能信 .信玲 一任稔 .宗真/宥覚 .政祐 .祐舜 .宥誉/若有業生遇此敬 重夜四時常精進/現世置得歓喜地 後十六生成正賞/伝授大阿闇梨祐舜 (花押)

⑫宥盛 (高野山-仏法招隆寺)

98(81) 快音霊藩頂相承 天正2年9月 快音-宥盛 右於高野山一心院阿光坊濯頂道場授与/宥盛守之如眼精莫失念而巳/
16日 天正二年 (1574)九月十六日/伝燈大阿閣梨法印棒大僧都快音

99(82) 快音第三重 天正2月16 快音-宥盛 天正二年 (1574)九月十六日授与宥盛/伝燈大阿閣梨権大僧都快音

100(83) 快音稀示氏潅頂印信 天正2年9月16 快音-宥盛 天正二年 (1574)九月十六日授与宥盛/伝授大阿簡梨権大僧都快音

101(84) 快音伝法濯頂印信 天正2年9月 快音-宥盛 右於紀州高野山一心院阿光坊道場授両部伝法濯頂畢/天正二年
16日 (1574)九月十六日/伝燈大阿簡梨権大僧都快音 (花押)

102(85) -許可啓頂E- 天正2年9月 快音-宥盛 右於紀州高野山一心院阿光坊道場授両君経口可畢/天正二年 (1574)九
快目許口-_ハロ信 16日 月十六日/伝燈大阿闇梨権大僧都快音 (花押)

103(86) 快音霊港頂相承次第 天正2年9月 快音-宥盛 大真 .源聖 .観淳 .元明 .覚定 .勝定 .元実 .勝成 .頼賢 .願行 .寡
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秀 .乗俊 .長恩 .良識 .快音 .宥盛/天正二年 (1574)九月十六日

104(87) 快音秘密藩頂 天正2年9月 快音-宥盛 右於紀州高野山一心院阿光坊道場援両部EP-明畢/天正二年 (1574)九
16日 月十六日/伝燈大阿閣梨大僧都快音

105(88) 快音伝法藩頂印信 天正2年9月16 快音-宥盛 天正二年九月十六日

106(110) 師資付法血脈 快音-宥盛 成賢.意敦上人 .腰行上人 .憲淳僧正 .玄海法印.快成僧都 .信弘僧都 .宥快活印 .快全僧都 .憲乗法印 .雄違法印 .奪還僧都 .勢覚僧都 .快秀律師 .乗俊僧都 .長具僧都 .良識僧都 .快音僧都 .宥盛僧都

107(94) 空重菱惣許可 天正5年7月 空理-宥盛 天正五年 〔丁丑〕(1577)七月二日金剛宥盛/藩頂大阿閣梨法印権大
2日 僧都空理

⑬祐鏡 (高野山-仏法露隆寺)

108(95) 頼善三部大日許可 天正7年9月22日 額善一祐鏡 右於高野山金剛峯寺遍照尊院藩頂道場/軽之三部大日許可印明畢/天正七季 〔己卯〕(1579)九月二十二日 〔月曜星宿〕授与祐鏡/伝授大阿闇梨法印権大僧都療善示之

⑯円錐

109(101) 祐元受明澄頂 天正13年5月12日 祐元一円鋒 相乗次第/範俊 .静覚 .聖賢 .房寛 一蓬顕 一寛位 .源俊 .尭円 .鎮港/儀海 .宥円 .能信 .信環 .任稔 .宗真 .宥覚 .宥算 一政覚/政筆/宥誉/鋒了 .祐元 .円鉾/天正十三年 〔乙酉〕五月十二日 〔火曜房宿〕/若有業生遇此数 量夜四時常精進/現世置得歓喜地 後十六生成正覚/伝法大阿閤梨法印大僧都祐元 (花押)

⑮俊雅

110(80) 経名不知 元亀4年8月 俊雄 俊承私云/元亀四 〔芙丙〕(1573)年八月彼岸之内俊栄 〔人テ-ニ〕御本写之/俊雅法師

⑯慶算

111(100) 付法状 天正13年2月28日 行算-慶算 天正拾三季 〔乙丙〕(1585)二月二十八日/伝燈大阿蘭梨位法印行算 醍醐三法院流

⑰宥弁

112(106) 尊隆伝法藩]頁職位事 慶長3年4月 専隆一宥弁 慶長三年 (1598)四月二十一日授長久印宥弁了/伝授大阿聞製法印権
21日 大僧都尊隆
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